
















　Piaget & Inhelder （1971/1975）は，イメージ
研究を体系的に行ったが，棒の末端を固定しそこ
を中心にして，棒自体の回転途中を描画させる課














考 え を も た ら し た。 し か し な が ら，Dean，





　幼児期の自己制御・不器用さについて質問紙調査を行った（3 歳児，n = 110；4 歳児，n = 105；5 歳児，
n = 121）。因子分析およびクラスター分析の結果，実行機能および不器用さを第 1 因子，エフォートフルコント
ロールを第 2 因子とするグループに分かれた。この質問紙を実施した参加児の一部を対象として，対象の傾きと











Piaget と Marmor の課題との間には本質的な違











































































　国内でも DCD 診断に用いられる M-ABC を用
いた発達研究（辻井・宮原・澤江・増田・七木






























































（Gioia，Andrwes，& Isquith，1996） は， 就 学
前児用として親や保育者が子どもの実行機能を評
定のできる Brief-P 尺度を開発しており，抑制
（Inhibit）・ 転 換（Shift）・ 感 情 コ ン ト ロ ー ル
（Emotional control）と，ワーキングメモリー






































































の千葉県内の保育園を対象に 3 歳児 110 名，4 歳




題を実施した幼児は 3 歳児群 34 名（M=4.0，男
子 20 名，女子 14 名），　4 歳児群 44 名（M=5.1，
男子 20 名，女子 24 名），5 歳児群 33 名（M=6.1，









　正方形の白カード（6 × 6 × 2mm）に同一対
象を 0，45，90，135，180 度の向きに描いたカー











































































点（z 値）を求めた。不器用さの 18 項目につい
て主成分分析を行ったところ 2 つの主成分が抽出
され全分散の内 60.27％が説明された。第 1 主成
分では 52.49％となった。第 2 主成分では正負が
混在した。項目内容を検討した結果，18 項目の
いずれもが正の負荷量を示した第 1 主成分（以







ろ，固有値の累積が 80.77％となる 2 因子が確認
された。パターン行列の並びから E，W，P，C
と F，S，I とに区分された（Table 3）。回転後






た。第 1 因子（E，W，P，C）ではα =.797 とな
り，第 2 因子（F，S，I）ではα =.849，第 1 因




















た場合に 45，90，135 度のカードごとに 1 点を与
えた。よって各条件での得点は 0～3 点の幅をと
る。また各角度でのチャンスレベルはエラーも含
めて 8 方位の配置が可能なので 12.5％であった。
年齢と条件が配列課題の成績に及ぼす効果を検討
するために，上記の得点を指標とした年齢（3，
4，5 歳）×条件（キリン・モグラ条件）の 2 要
因の混合型分散分析を行ったところ，年齢の主効
果で有意差が認められ（F （2, 221）=17.86，p
＜.001，偏η2 = .248，効果量 f = .575），条件間の
主効果では有意差は認められなかったが交互作用
が 認 め ら れ た（F （2, 221）= 3.31，p＜.05， 偏
η2 = .058，効果量 f = .248）。LSD 法による多重
比 較 の 結 果， キ リ ン 条 件 に お け る 5 歳 児
（M = 1.52） は 4 歳 児（M = .55） や 3 歳 児
（M = .53） よ り 有 意 に 成 績 が 良 か っ た
（MSe = .756，p＜.05）。3 歳と 4 歳との間では差
が無かった。一方，モグラ条件では，各年齢間で
有意差が認められ（MSe = .829，p＜.05），5 歳児
（M = 1.39） が 高 い 値 を 示 し， 次 に 4 歳 児
（M = .82），3 歳児（M = .29）となった。Figure 
4 に示すように，両条件ともほぼ同じ値を取って













































り， キ リ ン 条 件 で は 3 歳 で 31.0 ％，4 歳 で
36.9％，5 歳で 51.5％，またモグラ条件では 3 歳











が，上位から 33％ごとに区切る仕方や± 1SD で
区切るという方法では，十分に配列能力を 3 区分
できないと判断し，配列課題の成績の得点幅に基
づき 3 グループに分けた。0～2 点までの間の度
数が最も多く全参加児の 79.3%（n = 88）となる
が，これを低成績群（L）とし，3～4 点 9.9％


































は H 群 が L 群 よ り 有 意 に 高 い 値 を 示 し
（MSe = .896，p＜.05），ワーキングメモリー（W）
と計画 / 組織化（P），不器用さ（C）がともに M







の 3 水準（3，4，5 歳児）× z 変換した各変数と
の 2 要因混合型分散分析を実施した。年齢の主効




よ る 多 重 比 較 を 行 っ た と こ ろ，5 歳 児 群










Figure 7　配列課題の成績水準で HML群にわけた場合の各変数の z値
Figure 8　年齢群別（3, 4, 5歳）での各変数の z値
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（p＜.05）。注意の移行（S）は 5 歳が 3 歳に比べ
高い成績を示した（p＜.05）。年齢を基準にした
成績比較では，3，4，5 歳と順次成績は良くなっ





















































































































































































（Figure 7），中・高成績群の子どもは Table 5 か
らもわかるように 5 歳児では 8 名であるにもかか
わらず，3，4 歳児ですでに 15 名もいることがわ
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years old, n = 110; four years old, n = 105; five years old, n = 121）. Due to factor analysis and cluster 
analysis, the variables of the questionnaire were divided into executive function and clumsiness as 
the first factor and effortful control as the second factor. For some of the participating children who 
participated in this questionnaire, a sequence task was conducted to investigate their understanding 
of the state of change in the tilting movements of subjects （three-year-old group, n = 34; four-year-
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